
 

 

テーマ 

絵本の読み聞かせのみ（PRO）、絵本の読み聞かせと語彙指導（PRVI）、絵本の読み聞かせ

と読み聞かせによる共同出力活動（PRCOA）の 3 つの指導形態が、若年成人 EFL（外国語

としての英語）学習者の語彙習得と定着にどのように影響するか 

 

実験方法 

3 つの英語リーディングクラスに所属する英語力中級から下級の台湾人大学生 80 名を対象

に、週 3 回 100 分のセッションで 3 つのモードをそれぞれ 1 回ずつ実施した。語彙知識は、

修正語彙知識尺度を用いた 2 回のポストテストにより測定した。各教育モードの直後には

語彙の習得度を、1 ヶ月後には語彙の定着度を測定した。 

 

結果 

PRVI モードが最も単語習得に役立つことが示された。しかし、単語の定着には PRCOA モ

ードが最も有効であり、習得と定着の両方において学生の生産的知識の向上に最も貢献す

るものであった。 

 

 

本研究は、“学習すべき単語に生徒の注意を向ける語彙指導による明示的学習は、教室での

共同出力活動の副産物として新しい単語を学習できる付随的学習よりも大きな語彙の増加

を保証しないこと”を示唆するものであった。単語を暗記しようとせず、グループ討論や生

成的な活動への精神的な投資を通じて語彙を学習し、生産的な単語知識の習得につながっ

た。私たち主催の活動でも、上記のことを意識できる活動は多々あると考える。 

 

 


